
　このたびの商標登録では、特許庁から類似性の観
点から一度は拒絶通知が届いたが、センターの知財
窓口支援担当者がアドバイスと手続き方法を助言。
その後手続きがスムーズに進み、交渉を進めた結果、
無事登録に至った。
　盤石なブランドづくりを進めながらも、営業部部長
の浪岡豊氏は「まだまだ秋田県内での認知が少ない。
まずは知っていただくことから始め、東北、さらには
全国へと着実に展開していきたいですね」と話す。
　そのために導入しているのが、副業人材の雇用だ。
センターの「秋田県プロフェッショナル人材戦略拠
点」のコーディネートのもと、この春から首都圏より
販売やマーケティングの経験者を３名ほど採用し、
リモートでやりとりしながら業務拡張を図っている。
日本酒業界全体がコロナ禍の打撃を受けるなか、日
本酒の新たな可能性として期待が高まる。

　高清水化粧品（株）から販売されているのは、「酒屋
のスキル」というブランドの化粧水、乳液、フェイスマ
スクと、「Komellクレンジングバーム」の４アイテム。 
　いずれも秋田県産米と良質な仕込み水を使用した
「コメ発酵液」が使用され、保湿成分として、ジュンサイ
葉エキスやキイチゴの種子油など、秋田ゆかりの素材
を使用。アミノ酸、ビタミン、ミネラルが豊富で、とくに
「酒屋のスキル」シリーズは、ハリと弾力を司るアミノ
酸「グリシン」が他社の製品の約５倍含まれているとい
う。これは、米麹をふんだんに使用していることが要因
しており、まさに酒づくりの「スキル」が生きている。女
性社員を主体に、３年間、18回もの試作を繰り返して
生まれた商品だ。

　当センターでは、今後市場が拡大するヘルスケア産業への県内企
業の参入を目指して「デジタルヘルスケア秋田モデル創出事業」を
令和３年度に実施し、その成果報告会・プレワークショップセミ
ナーを令和4年2月16日にオンラインにて開催した。
　第１部では、関係企業と関連団体に向けて、センターからヘルス
ケア一体化パッケージの検証結果を、実証企業３社が新たに構築し
たビジネスモデルを報告。第２部では、秋田県がヘルスケア関連事
業の令和４年度の取組を紹介したほか、首都圏のヘルスケア関連の
スタートアップ企業５社から、先進事例の紹介を交え、県内企業と
の連携体制強化を見据えた提案がなされた。第３部では、県内のラ
イフサイエンス関連企業３社が、事業紹介を兼ねたワークショップ
を開催した。

　アミューズメント性を兼ね備えた運動支援システムにより運動意欲低下
という問題を解決する。そのため、自社のプログラム企画開発力やブラウブ
リッツ秋田様の専門性を使用して運動効果の見える化による効果的で楽し
い運動体験を創出し、またコロナ禍における「運動
の必要性」「社会活動への参加」「運動習慣の定着」
「屋内で行える体力増進のニーズ」という4つの課
題を解消するため、販売・普及に向けた準備を行い
今年6月の販売を目指す。
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高清水化粧品 株式会社

　全国新酒鑑評会で21回連続金賞を
受賞している秋田酒類製造（株）の銘
酒「高清水」。その技術を生かし、令和
２年に設立されたのが高清水化粧品
株式会社だ。平成28年11月の新発売
以降、約５年にわたり販売を行ってき
たが、令和４年２月、ブランド名「高清
水化粧品」が商標登録された。
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主催事業報告

株式会社ゼロニウム
第1部

「デジタルヘルスケア秋田モデル創出事業」
成果報告会・プレワークショップセミナー

酒づくりの技術を他分野へ

センサーによるボディトラッキングを活用した
新しい「運動デジタルアミューズメントプログラム」の普及

　当社では電子機器の受託設計、自社製品の開発・販売を事業としている。
ワイヤレス排泄感知システム「しらせるぞう」の開発から販売までを行うに
あたり、開発の段階では排泄を感知するセンサーからの電気信号をどのよ
うに引き出すかを検証するため何十種類もセンサーを作った。失敗を繰り
返しながら、3年の月日をかけ販売までようやく辿
り着いた。販売開始後には介護以外の分野でも活用
できるのではないかという声もあり、今回の排泄の
センサーの開発をきっかけに今後は他の分野への
応用もしていきたい。

株式会社秋田テクノデザイン
第 3部

「ワイヤレス排泄感知システム “しらせるぞう” の開発」

全国のヘルスケア関連企業からの事業紹介・秋田への提案

　地域住民と自治体双方の負担軽減のため紙媒体で行っていた健康ポイン
トラリーのアプリ化を提案。秋田県のように高齢者
などスマホに馴染みのない地域住民にも愛される
アプリを目指し、スマホを介して地域と繋がり合い、
世代の隔たりなくデジタル技術を日常に取り入れ
られる構想を掲げた。

株式会社アルファシステム

健幸ポイントラリーアプリを活用した市民いきいき増進モデル

　機能性表示食品に登録された自社サプリメントの「てくケア」の拡販と
SNSを活用したお客様との情報交換により距離を縮めていくことで今後の
商品開発ニーズの発掘をしていく。SNSで直接意見交換を行うことでお客
様の意見を製品へ反映し、ファン作りにつなげてい
く地域密着型のビジネスモデルを展開し、サプリメ
ントだけでなく、様々なお客様が直接商品開発に参
加することで心理的満足感と購買意欲を高めてい
きたい。

株式会社サノ

SNSを活用したDwC（ダイレクトウィズコンシューマー）の実践

　当社は電子部品の製造ラインなどの機械設計を主な事業としている。今
回参加したシーズ・ニーズマッチング交流会には、秋田大学医学部整形外科
と共同で開発した「動的座位バランス装置」を展示した。「装置に関わる当事
者の方々と直接意見交換ができる貴重な場だと考
えている。」と六平社長。今回の発表では「動的座位
バランス装置」のほかに、「歩行リハビリテーション
ロボット」「卓上型上肘用リハビリテーション機器」
「車椅子用サイクリング」の紹介がされた。

秋田未来株式会社

「県内の大学と共同事業を行っているリハビリ機器」について

　地域貢献事業への取組の一環としてえごま商品の開発をしている。えご
まに含まれる「α-リノレン酸」で地域の人々を健康にしたい、古くから栽
培されているえごまを通じて地域コミュニティを活性化したいという思
いからヘルスケア産業への挑戦を決めた。えごま油を製造する際に必ず出
る副産物を利用して商品を作ることはSDGsの観
点からも望ましいこと。今後も皆様からのご協力
をいただきながらお役に立てるように事業を展開
したい。

東商事株式会社

「秋田県産えごま油の美と健康への挑戦」

　秋田県からはヘルスケア産業に参入する際の課題とその解決に向けた令
和４年度の取組について紹介を行った。事業の収益化、科学的根拠、企業間
連携の大きく分けて３つの課題に対して、協業によるヘルスケアビジネス
創出に向けたワークショップの開催やワークショップに参加した県内企業
に対する実証等の支援、自社製品等の開発支援、最新の動向を提供するセミ
ナーの開催の４つの取組をしていくと説明。次に首都圏を中心とした先進
事例紹介とスタートアップ企業による秋田への事業提案が行われ、(株)タニ
タヘルスリンク、エーテンラボ(株)、(株)biomy、(株)Zene、(株)フォルテ、リ
アルワールドゲームス(株)のそれぞれの企業が提案を行った。

第2部

商標登録でより強固なブランドに

化粧水（写真上）は少量でも、伸びがよく、しっとりと
した質感が長く続く。日本酒の香りは抑えられている
ため、酒が苦手な方にも受け入れられやすい。
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